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社会福祉法人協同福祉会の紹介
• 2016年前橋市の特養設置法人に群馬中央医療生協が指
定され、2017年３月社会福祉法人の設立認可。

• 2018年８月特別養護老人ホームほなみ OPEN
ユニット型40室、従来型30室、ショート10室
ホームヘルパー、定期巡回随時対応訪問介護
企業主導型保育虹の子保育園（19名定員）

• 2023年7月 居宅介護支援事業所ほなみ
障害児者相談支援事業所ほなみ 開設

私たちの使命
無差別平等のふくし、多様性の尊重される
社会を、参加と協同で実現します





住まいの相談をうけたことはあり
ますか？うけたらどうしますか？

•高齢者 ゴミ屋敷・家賃滞納・家族トラブル
•障がい DV・自立生活希望
•母子 離婚後の住居
•刑余 出所後の住まい
•外国 受け入れ可能な物件
•生活困窮 ホームレス
•犯罪被害者 シェルター



居住支援とは
居住支援法人とは、住宅確保要配慮者（低額所
得者、被災者、高齢者、障害者、子供を養育す
る者、その他住宅の確保に特に配慮を要する
者）の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進を図
るため、住宅確保要配慮者に対し家賃債務保証
の提供、賃貸住宅への入居に係る住宅情報の提
供・相談、見守りなどの生活支援等を実施する
法人として都道府県が指定するものです（住宅
セーフティネット法第４０条）
(以上国道交通省
ホームページより)。







協同福祉会居住支援の取組概要
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生活困窮と社会的孤立を
ベースに、高齢・障害など
福祉課題属性が連結する



要配慮者の抱える福祉ニーズ

高齢・障害・疾病など本人のもつ特性が生活困
窮や社会的関係の脆弱さに結びついている（特
性が生活を規定している）。
特性に対する支援を通じて生活の再建が必要。
よって居住支援とは、生活の土台である住居の
提供に関わる支援を通じて、本人の福祉ニーズ
をつかみ、関係機関につなげ、必要な支援を十
分に提供し、本人の意思決定に基づく生活の自
立を支援するプロセス。





事例
• Aさん ３０代 男性
経過
更生保護施設より紹介
一時入居を利用し自立生活につなげたい

＃１ 双極性障害（服薬管理必要）→精神科
＃２ 収入なし→生活保護
＃３ 警察介入事件→保証会社通らず（居住）
＃４ 刑務所仲間との断絶→保護観察官



取り組んだこと 情報交換会の開催
参加
更生保護施設SW
保護観察官
元の居住地障害相談支援センター相談
元の居住地ワークサポート相談員
前橋障害者基幹相談センター担当者
訪問看護事業所管理者
確認事項
＃１ 心身状況確認を訪問看護事業所
＃２ 福祉サービスはかつての居住地から引き継ぎ
＃３ 通院費用・生活支援 居住
＃４ ～８年まで保護観察期間担当確認



取り組んだこと 生活支援
•生活保護支給決定（保護会と）
•保証会社入れない入居先の依頼と転居支援
•通院支援 境町までの通院（移送給付適応）
•通院支援 感染増悪（内科）
•食糧支援 特養の保存食の一部
•つながり 特養の行事ボランティア

車いすメンテ
生協が行う有償ボランティア

課題
居住支援から伴走支援のパートナーさがし



現在

• ラーメン店でアルバイト就労→退職
• 地域定着支援 ほなみ相談員（障害相談事業所）
• 訪問看護
• 精神科通院
• 生活保護（住宅扶助）

学び
＃１ 本人を支えるネットワークづくり
＃２ 伴走支援の中核づくり
＃３ 課題として社会資源をどうつくるか
＃４ 課題として就労環境へのアクセス



居住支援にとって重要なこと
＝連携
•福祉課題に応じた専門機関との連携
•行政関係との連携
•地域との連携
•不動産屋さんとの連携
+
居住支援SWの位置づけと専門性の確立



居住支援を進める課題
•身寄りなき人の居住権
•死後事務（費用）
•成年後見（任意後見）
•就労や居場所（社会参加による孤立防止）



おわりに

•居住支援についての理解
•社会福祉法人の事業基盤である分野と居住支援
の連携を進めていきたい


